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学校が「学校を利用する」という考えを受け入れるまで↑
一ある生徒をめぐるナラテイヴの変化一

柴田健＊

秋田大学教育文化学部

本稿では，スクールカウンセリングにおける不登校の事例へのナラテイヴ・プラクテイ

スについて報告する．家庭内暴力などの問題行動のある不登校生徒とその母親に対する

教員の認識は，母親の関わりに問題があるという欠損記述が中心だったＳＣは，担任を

含めた生徒や母親との面接，担任や関係者へのコンサルテーションを繰り返したＳＣと

チームを組んだ担任の努力により，この生徒に関心を示す教員が増えていき，それに伴っ

て生徒と母親をめぐる語りは欠損記述から彼ら自身の努力を示す語りへと変化していっ

た．教員の生徒をめぐる語りの変化に伴い，中学校での不登校生徒に対する関わり方にも

変化が見られるようになった．生徒の登校行動は，最後まで悪化と改善を繰り返したが，

最終的には「学校を利用する」という新たな語りの中で生徒への支援が続けられた考

察では，ＳＣと担任が発信した生徒と母親に関する新たな語りが，「関心コミュニティ」の

形成を促進したことが指摘された．さらに関心コミュニティが生徒と母親に関する語

りにとどまらない変化を生み出したことが指摘されたこうした変化は，我々の理解を

一定の方向に導き制約するという語りの持つ潜在的な力によるものであると考えられた．

キーワード：スクールカウンセリング，不登校，ナラテイヴ・セラピー（プラクテイス）

Ｉはじめに

学校臨床においてスクールカウンセラーが関わる

事例のほとんどは，学校コミュニティの成員によっ

て何らかの困難や問題が認められたものか，個人が

学校コミュニテイの中で何らかの困難を体験し自ら

来談を求めたものである．そのため，スクールカウ

ンセラーは個人臨床として事例を見立てるだけでな

く，学校コミュニテイと個人の相互作用を考え支援

を進めていく必要がある．このことについて倉光

(2004）は，学校を一つの有機体とみなし，内部の

力動と外部の力動をともに全体としてとらえる視点

の重要性を指摘している．伊藤（1998）は，地域環
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境や学校の歴史，学校の雰囲気などが個人の人格や

家庭環境，生育史の視点と似ていることを指摘し，

こうした学校風土を個人病理になぞらえて見立てる

というスクールカウンセリングを提唱している．ま

た，赤川（2010）は，学校やそれを取り巻く地域環

境を父性原理と母性原理から考え，それが個人にど

のような影響を及ぼすのかを考察している．

本稿では，これらのとらえ方とは異なる視点とし

て，学校を教師や生徒，地域の関係者が織りなす語

り（ナラテイヴ）の総体であると考える．学校には

組織や校風，校史といった公式のとらえられ方から

見えてくる姿と，毎日生徒や教師がする話や周囲の

評判など学校にまつわる様々な話題から自ずと形成

されていく姿がある．日々様々な語りが織りなす学

校の姿は常に変化しているものとして考えることが

できる．それは学校の歴史的視点はもちろん，学校

と周辺環境との関係，生徒や教師の様々なエピソー

ドが含まれる，学校の人生語りのようなものといえ
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よ』う．

こうした人生語りについてセラピストらがクライ

エントとの間の共働的作業を通して人生のストー

リーを理解し，そのストーリーを書き換えていく方

法がナラテイヴ・セラピーである．ナラテイヴ・セ

ラピーでは，問題を「言語によって他者とのコミュ

ニケーションを通してできた創造物（小森・野村，

2003)」と見なす．対象者は問題や障害を持ってい

るのではなく，このような人生の語りを持って生活

してきたのである．こうした見方を敷桁すると，ス

クールカウンセリングで扱う事例も学校の語りの中

で問題や困難として語られてきたものであるという

とらえ方ができ，学校の語りが変化すれば，その中

で語られる問題も異なってくるものと考えられる．

小森・野村（2003）は，ナラテイヴ・セラピーでは，

｢多くの異なる文脈で実践され，そして絶えず変化

していく活動の範囲が限定されてしまう」として，

ナラテイヴ・プラクティスという言葉を用いること

により，ナラテイヴ・セラピーの範囲を拡大してい

る．

本稿では，スクールカウンセリングにおける不登

校の事例へのナラテイヴ・プラクティスについて報

告する．事例の舞台となる中学校は，その歴史から

不登校や問題行動に対して比較的厳しい対応を取る

ことが多かった家庭内暴力などの問題行動がある

不登校の生徒と母親，担任等の関係者に対するス

クールカウンセリングを通し，生徒とその家族をめ

ぐる語り（ナラテイヴ）は変化していったこうし

た語りの変化は，学校の問題のとらえ方を変化さ

せ，学校の行う不登校に対する対応もまた変化して

いった．筆者の行った面接とコンサルテーション，

さらにこの中で自然に生じた出来事を時間経過の中

で示し，介入に伴う生徒と母親，学校の変化を明ら

かにし，その中での語りの果たす役割について考察

する．

Ⅱ事例の概要

対象生徒：Ａ男，中学３年．

主訴：学校に来ないで無職少年と遊び歩いている

(担任による表現)．

家族構成：父方祖母・母（45歳）・姉（高校生）・

妹（小学校低学年）．Ａ男の５人家族．父親は，Ａ

男が小学校高学年のときに自殺している．

ＳＣが関わるまでの経過：Ａ男は興味関心の幅が
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狭く，アニメやケームが大好きな少年だった．また，

小学校の頃から学校を休むことが多かったらしい．

中学１年のときの担任は今と同じだったこの１

年間は普通に登校することができたが，２年生の２

学期から不登校状態になった．当時の担任による家

庭訪問が続けられるようになったが，全く登校でき

ないまま３年生を迎えた．その間家ではテレビゲー

ムに夢中で，生活リズムもかなり乱れていたらし

い．

その後，本人と母親が地元の児童相談所に不登校

を主訴に通所指導を受けるようになった児童相談

所の心理診断では，何らかの発達の偏りを指摘され

ていた．Ａ男本人は担当の児童心理司に対して好感

情を抱き，母親も児童相談所に通所するようになっ

てから本人が自発的になったと喜んでいた．しか

し，担当児童心理司の転勤によりＸ年３月で通所指

導は終了となっていた

Ⅲ 中 学 校 の 概 要

1．環境と歴史

各学年６クラスで，全生徒数は約600名，教員数

は約40名である．学区は広く，古くからの住宅地や

新興住宅地，近隣の農村部までを含んでいる．校内

暴力が頻発した時期があり，荒れる学校として地域

で有名だったが，学校が生徒指導の強化や学校行事

の改正等で危機を乗り切ったという歴史がある．運

動会，合唱祭，学園祭，地元の祭りへの参加，雪祭

りという５つの主要行事があり，これらの行事は全

て各クラスによって競われている．

各学年によって使用される階段やトイレが定めら

れている上，集会の移動のときには必ず全校放送に

よって行進曲が流されるなど独特のルールがある．

筆者が着任したとき，校内暴力や非行といった問

題行動を示す生徒は減少していた．しかしその一方

で，不登校の生徒が増えている実情にあった．

これまで行なわれてきた不登校への取り組みは担

任による家庭訪問が中心だった授業がつまらない

生徒の逃げ道になれば困るという理由から，保健室

登校や相談室登校は禁止されてきた．生徒が地元に

ある適応指導教室に通い始めると，教員によるそれ

以上の関わりは行なわれないことが多かった．

筆者はこの中学校にＸ年４月から，スクールカウ

ンセラーとして週１回８時間勤務をした．教育相談

は，生徒支援担当という校務分掌の中にある．「心
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の教室」という名の相談室があり，ここがスクール

カウンセラーと生徒支援担当の主な活動場所になっ

ていた．「心の教室」は，空き教室を改良したもの

で，教室の約半分のスペースのところに相談室と，

生徒たちが活動できるスペースがあった．職員室で

は，４年部の養護教諭の隣にスクールカウンセラー

の机が置かれていた．

この中学校にスクールカウンセラーが配置された

のは筆者で３人目だったスクールカウンセラーの

配置が行われなかったときは，心の教室相談員が相

談活動を行っていた．一人目のスクールカウンセ

ラーは個人とのカウンセリングを中心に行い，二人

目は教員との関係作りを中心に活動した．教員との

関係作りを中心とした活動が比較的好評であったこ

とを養護教諭から聞き，筆者はそれを踏襲するとこ

ろから活動を始めた．

2．主な学校関係者

担任：男性教員．この中学校が一番荒れていると

きに赴任し，その当時の先生方と荒れている状態を

立ち直らせた実績がある．Ａ男の指導に非常に熱心

である．

養護教諭：赴任２年目荒れていた時代のＡ中

学のことは知らない．保健室に常にこころのノート

や絵本を置き，保健室の隣りに独自の相談室を作

り，生徒がいられるようにするなど生徒のこころの

問題に熱心に取り組んでいる．

生徒支援担当主任：１年部の副主任も務める女性

教員．この中学校では，生徒支援担当が生徒や保護

者の相談と，月一回開催される生徒支援推進会議を

招集する役割を持っている．生徒支援担当主任であ

ることから，生徒指導を中心に行ってきた教員から

は生徒に甘いという印象を持たれている．

生徒指導主任：教育相談に関して理解のある男性

教員である．

教頭：以前教育事務所にいたことがある．筆者は

着任時に保健室登校や相談室登校は禁止しているこ

と，授業中の生徒への相談活動をしないでほしいこ

とを忠告されている．

3．学校に対する印象と活動方針

生徒に対する管理が厳しいというのが，着任して

の第一印象だった筆者は当初学校の方針に従うこ

とから始め，校内の様々な情報を生徒支援担当教員

第33号2011年

と養護教諭，生徒指導主任から得るように行動し

た．

特に，養護教諭は席も隣ということもあり，様々

な情報を得ることができた．また，比較的早い段階

で養護教諭が保健室登校の必要性を感じていること

も明らかになった．

生徒支援推進会議がほぼ月１回開かれていたが，

その内容は不登校の生徒の情報交換で終わってお

り，学年主任からは意味がないという話が出てい

た．そこで，生徒支援担当主任に，生徒への具体的

な関わりの提示と，それに伴う変化を主要なテーマ

にして会議を持ってはどうかと提案した．しかし，

この提案は各学年主任から拒否され，具体化される

ことはなかった．

Ⅳ関わりの経過

Ａ男に対する関わりは，本人面接１回，母親面接

(電話面接を含む）８回，合同面接３回コンサル

テーション・チーム活動（以下コンサル・チーム活

動と記述）１０回からなる．これらの関わりをＡ男

の状況の変化をもとに４期に分類した．なお，面接

やコンサル・チーム活動に分類できない出来事を太

字で示した．

1．関わりの開始

表ｌに，４月に行われた生徒支援推進会議におけ

るＡ男とその家族についての記述を示す．（表l）

表１生徒支援推進会議資料（４月）

夕方家庭訪問に行った限りでは，明るい表情も見せ

ている．朝は次第に起きることができている．しかし

午前５時頃に起きてその後時間があるため寝過ごして

しまっている．その結果登校時間には一番眠い状況に

なるという悪い結果につながっている．

母親と祖母との関係がうまくいっていない．母親は，

仕事から帰るとすぐに自分の部屋に行き，食事の支度

や子どもとの会話がないようである．

少しずつで良いので，学校に行ってほしいと思って

いる．しかし，あまり強制せず，見守りながら説得し

ていきたいと考えている．まずは，生活リズムを定着

させたい．そして少しずつで良いので登校する回数を

増やしていきたいと思う．修学旅行には行きたいとい

う思いがあるため，それを登校のきっかけにしていき

たい．その後は，本人と進路について考え，目標を持

たせながら支援する方法を考えていきたい．
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(1)発端

Ａ男の母親がスクールカウンセラーに相談したい

という話をしているということが，生徒支援担当主

任を通して伝えられた．依頼は担任からだった面

接時間がすでに決められていたため，担任とのコン

サルテーションは面接当日となった．

(2)コンサル・チーム活動１〔Ｘ年５月〕

担任から次のような情報が得られた

「Ａ男は今年新しいクラス編成になってから，２

日間だけ自分で来た．朝の家庭訪問を繰り返してい

るが，そのまま指示に従ってくるときもあれば，部

屋に行ったら閉じこもって入れてくれないこともし

ばしばあった．休みの日と夕方の調子は良いのだ

が，朝は苦しいらしい．『遅刻してでも来ればいい

だろう』と話すとＡ男は『遅刻したのを人に見ら

れるのは嫌だ』と話す．時々無理して学校につれて

くるのだが，母親もどのように関わったらいいのか

わからない様子で困っている．連休中には（不良交

遊のある）元気な子と生活をともにしていた母親

の話だと夜９時頃遊びに行って，朝方帰ってきたり

する．Ａ男本人はやっていないというが喫煙もある

らしい．５月の連休後は来たり来なかったりを繰り

返している．行動が危なっかしくて見ていられな

い．

母親は感1青面で波の大きい人．本人に対して溺愛

と突き放しという両極端の対応をする．また，話す

内容もよく分からないことが多い．祖母の話だと，

母親は家に帰ってくると２階に上がって降りてこな

いらしい．父親が自殺する前に，母親は父親をずい

ぶん責めていたことがあったらしく，それが自殺の

原因になったとのこと．Ａ男本人もずいぶんそのよ

うな母親から追いつめられているのかもしれない．

子どもの対応が普通の親と違うのかもしれない」

筆者が（以下ＳＣと記述）担任とＡ男がどのよう

な話をしているのかと尋ねると，「できれば全日制

の高校に行きたい．中学校には行く気はあるのだけ

れど，制服がなかなか着られない」などと話してい

るとのことだった．来ることができる理由について

担任は，「私が訪問をしたときには来ることができ

るようだ」と話した担任によると，自分が訪問し

たときは学校に来て教室に入る．しかし，その後は

保健室に行ってそのまま帰ってしまったりするとの

ことだった．

ＳＣはこれまでの担任としての関わりをねぎらい
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ながら，「どのようになれば，こうして話し合った

ことが役に立ったと思えますか」と尋ねたすると

担任は，「学校に来ないで有職・無職少年と遊んで

いるので，それを減らして少しずつでもよいから学

校に来てほしい．また,生きがいを見出してほしい」

と話した．

今日，Ａ男本人がどうやって来るのか尋ねると，

｢今母親が来る予定．本人も遅れてやってくる(引っ

張り出してくる）予定」とのことだった．

2．怠学傾向の不登校の時期

(1)合同面接１〔Ｘ年５月〕

その数時間後，母親と妹が来談．担任により引っ

張り出されたＡ男本人も間もなくやってきて面接

が始まった．

Ａ男は背が高くやせていた．めがねをかけて細面

でおとなしく座っているＡ男からは，「元気な子」

と遊び歩いているという印象はなかった母親はう

つむき加減でやや暗い印象を受けた．

「よくここに来たね」とねぎらった後，「来てみて

どう？」と来談の印象を尋ねたすると彼は，「学

校に来て友達と一緒にいる方が楽しい．（先生が）

『明日迎えに行けばいいか？』と言ってくれる．先

生も心配してくれているし，クラスのみんなも心

配してくれている」と話した．「でも学校に行きづ

らいなと思うときはある．怠けたりもしている」と

も話した．Ｓｃが「すごいな，よくわかっているな」

と驚くと，Ａ男は得意げに「先生に何回か相談して

いるし」と言った

Ｓｃは母親に対し，「こんな彼をどう思いますか？」

と，良い評価を期待しながら尋ねた．すると母親

は，真剣なまなざしで「どういう風に思われてもい

いんです．この子を守るのは私だというのがある．

死んだ夫にも心配かけられないというのもあるんで

す」と話しだした突然の話の展開に驚きながらも

少し母親の話に耳を傾けていると，それは夫の自殺

の話や子どもに対する思いの話になっていった．父

親が亡くなる前に，子どもをよろしく頼むといわれ

ておかしいなと思ったこと，自分にとって子ども達

はどんなに出来が悪くても宝であることを，母親

は陶酔したような表情で話した．気がつくとＳＣは

全く母親の話をコントロールできなくなっていた．

それと同時にＡ男の行動はどんどん落ち着かなく

なっていった．担任の言う「追いつめられる」とい
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うのはこういった状態のことだろうか，などと考え

ながらＳＣは母親の独り言にも似た話を聞いていた．

母親の話が学校や担任への感謝のことになり，

ＳＣはようやく口を挟むことができた．学校や担任

のことについてＡ男に尋ねると，「勉強は嫌いだけ

ど，勉強は気にするなと先生が言ってくれて，その

分学校に行きやすくなった」と話した．

「これからどうなればよいでしょう」というＳＣ

の質問には，Ａ男は「これからずっと学校に通い続

ければ楽になれるかな」と言い，母親は「友達を作

れ！」とＡ男の方を向いて言った．

学校に来る自信についてスケーリング・クエス

チョン（DeJong＆Berg，2008）をしたところ，Ａ

男本人は「７か８くらい｣，母親は「４か５」と話し

た．その理由について，Ａ男は「今回来れば，他の

こととか気にしないでくれると思う」と述べ母親

は，「ずいぶん変わって来ています」と話してくれ

た．

家の中でのＡ男の様子についてのスケーリング・

クエスチヨンに対して，母は８くらいと述べた．そ

の理由は「朝早く起きることができ，ご飯を食べて

いる，上の子から何も言われなくなってきた，口の

利き方が違う」ということだった．

間もなくやってくる修学旅行のことをＡ男に尋

ねると，「もちろん行く」とはっきりと答えた

その後，話題は転勤した児童相談所の児童心理司

のことになったＡ男は，「あの先生は面白い．気

を造わな〈てよい先生だ」と話した．ＳＣは，その

児童心理司のように面白く，Ａ男が気を遣わなくて

よい態度をとるように心がけることを約束した．

(2)初回面接のアセスメント

母親には自殺により夫に先立たれたことの影響が

明らかに認められた．夫からこの子を託されたとい

う母親の気負いがＡ男にとって圧力となっている

ことがうかがわれたこのことは母親の自己陶酔

的な話が始まると明らかにＡ男の行動に変化が見

られたことからも推測された．しかし，こうした母

親の指示は，母親独特の抽象的，感情的な会話のた

めに十分にＡ男に伝わっていない可能性があった．

児童相談所から何らかの発達の偏りがあるという心

理診断結果が出されていることを考えると，こうし

たコミュニケーションのずれは，母親とＡ男の両

方で生じている可能性があった

スクールカウンセリングという状況を考え，面接
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では母親とＡ男のコミュニケーションの修正を試

みることを第一とし，母親の自死遺族としての感情

についてはできるだけ扱わないこととした．しか

し，母親の現状に対する無力感が強いことが察せら

れたので，母親のエンパワメントを中心に考えなが

ら，徐々にコミュニケーションの修正を図っていく

ことを方針とした．

生徒支援推進会議の記述に見られるように，学校

では担任も含めて母親の行動が問題であるという考

え方が優勢であり，こうした考えを修正していく必

要があると考えられた．また，担任の熱心な登校支

援が学校の中で取り上げられていなかったので，こ

うした関わりを学校の中で共有する方法を考えてい

く必要があった．

(3)コンサル・チーム活動２〔Ｘ年５月〕

Ａ男と母親のコミュニケーションの問題について

は担任も感じていたことであった．そのため，これ

をどのようにして変化させるのかということを中心

に考えることを担任に伝えた．担任に対する母親や

Ａ男本人の信頼が非常に高いため，それを大事にす

ることも担任との間で確認された．

(4)コンサル・チーム活動３〔Ｘ年６月〕

Ａ男は修学旅行には行くことができたものの，そ

の後学校に来なくなってしまった．担任が訪問して

も，部屋に閉じこもって出てこないことが続いた

こうしたＡ男の態度に母親は落ち込んでしまい，Ａ

男を施設に入れる話をするようになっていた

担任の訪問は，先生とＡ男のお互いにとって負

担になっていることが考えられた．そこで，週２回

程度の家庭訪問は続けるとして，本人を引っ張り出

すことはしないほうがよいかもしれないことを伝え

た．担任もそれに了解した．

(5)母親面接（電話による）１〔Ｘ年６月〕

早急に母親と面接をする必要があると感じたＳＣ

は次回の来校日に母親の面接を行なうことを担任と

話し，その後母親に電話連絡をすることにした．そ

して，面接の約束によりＡ男と母親自身に負担を

かけてしまったこと謝りながら，いつでもＡ男の

希望で面接日を設定できることと，今後母親面接を

する旨をＡ男本人に伝えてほしいと依頼した．さ

らに前回の母親とＡ男との面接を踏まえ，「家の中

でこれからも続いてほしいと思えるようなことや解

決の手がかりになるようなことを探してほしい」と

いうことを依頼した．
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(6)母親面接２〔Ｘ年６月〕

電話による面接の１週間後，面接が行なわれた

母親はかなり落ち込んでいる様子だった．Ａ男は昼

夜逆転に近い生活をしていた．「こんな大変な中で

どうやって頑張っているのか」を尋ねると，話は再

び亡くなった夫のことになり，しばらくの間ＳＣは

口を挟めない状態が続いた．なかなか流れに乗れな

い感覚を抱きながら，この面接が役立ったときには

どんな変化が生じているのかを尋ねると，「(Ａ男

が）朝起きて，顔洗って，朝着替えて学校に行って

います．友達も変わっていて，新しい友達ができて

います．そして思ったことを友達に話せていると思

います」と話した．母親との関係について尋ねる

と，「用があるときだけ私のところに来るように

なって，それ以外は家では姉や下の子と話したりし

ています」と考え込みながら話した．そして，「私

はまだ何とかできるのではないかと思うんですよ」

と言ったその理由を尋ねると，自分に対して返事

をしてくれることや下の子をかわいがってくれる

ことなどを話した．ＳＣは母親が，問題が起こって

もよいと思われる状況でそうならなかった「例外

(DeJong＆Berg，2008)」を見つけ出していること

を指摘し，「それもこれまでの関わりの結果ですね」

と評価した．スケーリング・クエスチョンの結果は

５．母親自身が本人を受け入れることができている

し，少なくとも家の中では私とコミュニケーション

をうまく取れているからと，その理由を話した母

の努力を評価すると，「彼の成長を認めるのは私の

役割なのです」ときっぱりと言った．

(7)コンサル・チーム活動４〔Ｘ年６月〕

担任に面接の内容を伝え，母親を支えるという意

味での定期的な家庭訪問すること，また今後の面接

にはできる限り担任も入ってもらうことを依頼し

た．これは，担任に面接に同席してもらうことに

よって母親が問題であるという考えの変化を図るこ

とと，担任を起点にＡ男と母親に対する支援シス

テムを拡大させるという意図があった．

その後，授業に支障のない範囲で担任も面接の中

に入ることになった．

(8)母親面接３（担任同席）〔×年７月〕

ＳＣは母親とＡ男の会話について円環的に尋ねる

ことを心がけた多くの会話は，メッセージとして

暖昧なものであり，Ａ男が母親の会話の不明瞭さか

らイライラしていることが確認された.その一方で，
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Ａ男本人が７月から学校に行くかなという話が出た

が，「だったら，いけばいいでしよ」と言ってやっ

たと自慢げに話すなど，母親自身には現状に対する

余裕が感じられた．

同席した担任からは毎週の家庭訪問の様子につい

ての話が出た．Ａ男はゲームをしているか寝ている

ことが多いが，表情はとっても明るいということを

担任は強調し，母もそれにうなずいていた．

ＳＣは担任の了解を得ながら，実験と称して母親

のＡ男に対する会話をランダムにコントロールす

るゲームを伝えた．

(9)母親面接４（担任同席）〔Ｘ年７月〕

自動車のテールランプ部分が全て割られているの

を発見したが，どうやらＡ男がやったらしいとい

うことが語られた．本人は否定しており，「警察に

被害届を出さなきゃね」とさりげなく言っておいた

と母親は話した．担任はこの事件について不安そう

に聞いていたが，母親のＡ男への対応を聞いて安

心した様子だった．

母親の会話は依然として暖昧なコミュニケーショ

ンが多く，前回提示した「実験」についてもうまく

できていない様子だった母親の自動車を壊したと

いうＡ男の行動から，Ａ男自身に何らかの不満がた

まっていることが推測された．

このようなことがあったにもかかわらず，母親は

Ａ男の変化に喜んでいた．Ａ男は夏休み中の中学の

プールに泳ぎに来たりしていた．ＳＣは，多少戸惑

いながら「お母さんずいぶん強くなりましたね」と

話すと，「なんとなく自信がついてきました」と話

した．

(10リコンサル・チーム活動５〔Ｘ年７月〕

担任には，生徒支援推進会議の中でＡ男に対す

る関わりをアピールしてもらうように依頼した．担

任の書類が学年主任経由で生徒支援担当主任に回覧

され，全教員の目に触れることになる上に，会議に

は校長以下管理職が全員参加するため，母親が問題

であるという考えを変化させることができると期待

された．

3．家庭内暴力が発覚した時期

母親からＡ男に対して示されるメッセージをコ

ントロールする必要があると考えていた矢先，Ａ男

の不良交遊と家庭内暴力が発覚した

(1)母親面接５〔Ｘ年８月〕
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母親は，家が有職少年や無職少年のたまり場に

なり，Ａ男が飲酒喫煙を繰り返していることを話し

た．しかも母親は，注意を受けたＡ男からしばし

ば木刀で殴られるようになっており，警察を呼ぶこ

ともあった．さらに，夏休みの初めにはその仲間た

ちと一緒に他の中学の生徒と喧嘩をしていたことも

わかった．母親には学校で今後の対応について緊急

で協議する必要がある旨を伝えた．

(2)コンサル・チーム活動６〔Ｘ年８月〕

面接終了後，教頭，生徒指導主任，担任，ＳＣで

対策を協議した．母親がまだ施設処遇を考えていな

いこと，Ａ男への学校の関わりを望んでいることか

ら，児童相談所等の相談機関に通告や紹介はしない

こととしたそして，今後家庭内暴力が生じないこ

とを目標とした危機介入を行なうこととした

その後，具体的な面接の方法が話し合われた．担

任とＳＣの提案により，従来行われていた強い説諭

の方法とは異なった方法を用いることで，Ａ男本人

と母親に対して現状の困難さを知ってもらうことに

なった．そのために現状の危険’性を本人に伝えると

いう情報提供を行うことを第一の目的に面接を行う

こととした．生徒指導主任や担任，教頭が見守る中

で本人の現状を少年法に照らし合わせていき，現状

がいかに危険な状態なのかを本人と母親の前で確認

し，その後担任とＳＣが今からだったらまだ大丈夫

ということを話し励ますという構造をとることに

なったその後，再び家庭内暴力が起こった際の母

親の緊急避難場所を確認した．

(3)合同面接２:コンサル・チーム活動７〔Ｘ年８月〕

３日後に面接が行なわれた．面接には教頭，生徒

指導主任，担任，ＳＣが同席した．

面接は従来使用されていた相談室ではなく校長室

の来客用のソファを用いて行われた生徒指導主任

が，少年審判の経過図をもとに本人と母親に説明を

した．そして，母親を木刀で叩いて怪我をさせたこ

とと他校の生徒に怪我をさせたことは刑法の「傷害

罪」に当たることさらに，家をたまり場にして母

親の指示に従わず，深夜俳個をしていたことは，少

年法の「虞犯」に当たることを説明した．生徒指導

主任は手元の図を指し示しながら，今後も問題行動

を続けた場合には少年鑑別所に入り，少年審判を受

ける可能性があることを二人に伝えた．同席した教

頭は何も言わず，生徒指導主任の話にひたすらうな

ずくという役割をとった．
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その後，こころの教室に場所を移し，Ａ男と母親，

担任，ＳＣの面接が続けられた．ＳＣは過去に自分が

職員として体験した少年鑑別所の生活について話し

た担任は，「今そちらに行くのもこのまま家にい

られるのもお前次第だからな」とＡ男を励まし面

接を終えた．

(4)コンサル・チーム活動８〔Ｘ年８月〕

ＳＣは教頭や担任，養護教諭，生徒指導主任，生

徒支援主任と，保健室登校の可能性を探ることにつ

いて打ち合わせを始めた．教頭や一部の教員は保健

室登校に対して授業が嫌な生徒のたまり場になるの

ではないかと難色を示したが，養護教諭や担任，生

徒支援主任の説得により，了承を得られた．そうし

た生徒がいればという条件付きながら，保健室登校

の体制が整えられることになった．

翌週からＡ男は学校に出始めた．担任は毎朝食事

を準備して，本人を迎えにいった．こうした担任の

姿を見て，母親が朝食を準備してくれるようになっ

た．Ａ男は朝食を食べながら登校するようになっ

た．

(5)合同面接３（担任同席）〔Ｘ年９月〕

Ａ男は学校に来ていることを照れながら話した．

同席した担任がずいぶん変わったことを指摘する

と，「学校に来れば面白い．友達と話ができる家

にいてもケームだけしているとつまらないから｣，

と話した．それに，少年犯罪の紙を見て施設に行き

たくないと思った，という話もした．

母親は，「私は，この子を信じていました．それ

がこんなになるようになって，とてもすごいと思い

ます．これで死んだ夫に対して顔向けができます．

あんたはあんたの人生を進めばいいんだといつも

言っています…」と再び独り言のような会話を始め

た．同時にＡ男が隣でいらいらし始めた暖昧な

コミュニケーションがＡ男を混乱させているのは

明らかだった．そこでＳＣは，母親の話がだいたい

終わったところでＡ男に対して話の感想を求めた．

｢母さんが自分のことを思ってくれていて感動した」

とＡ男は話したが，その表情は明らかに混乱した

ものだったそこでＳＣは母親の話のあいまいさを

指摘して，学校の先生は四字熟語で話ができると言

い，担任と学校の中で使われる四字熟語を言い合っ

た初めは半ば怒った表情でその会話を聞いていた
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母親だったが，次第に表情を崩し，「四字熟語なん

ですね」と納得したように言ったその後は母親が

話してくれた話を四字熟語に修正することを全員で

行った．

その後今の状況についてスケーリング・クエス

チョンをすると，母親は６，本人は５とのことだっ

た．Ａ男はスケール５について普通に来られるよう

になったこと．毎日普通なことと述べた．ｌ上がっ

たとき彼はどう変わっているかという問いについて

母親は「意思を持つ心があり，分別がつくようにな

る」と述べたがそれは担任のほうから四字熟語に訂

正された担任はその後も家庭訪問することを本人

と母親に約束した．

担任の訪問活動についてはその後も生徒支援推進

会議の中で継続的に報告された．

養護教諭はＡ男が保健室にいる様子についてＳＣ

にメモを残してくれるようになった．ＳＣは時々保

健室にいるＡ男のところに行き雑談をするように

なった．保健室登校の子どもが３～４名常時いたが，

教員間でそれが問題になることはなかった．

4．再び休み始めた時期

こうした保健室登校が１ヶ月程度続いたが，保健

室登校をしていたもう一人の女子生徒とそりが合わ

ず，Ａ男は再び休み始めた．

(1)母親面接６（担任同席）〔Ｘ年10月〕

母親は，「昼夜逆転です」と申し訳なさそうに話

した．担任からも，「訪問してもなかなか起きてく

れなくてねえ」という話が出た．

母親への暴力の有無を尋ねると「無い」と言う．

｢私も四字熟語に気をつけてますから」と笑いなが

ら話した．ＳＣがＡ男について「息切れしちゃった

かな」と言うと，それはないだろうと言った．「休

みに入ると，もう駄目遊び気分が抜けないんで

しょうきっと」と突き放したように言った前に付

き合っていた有職・無職少年との交遊はなく，同級

生と遊んでいるらしい．「約束は守るんだよ」とい

う母親の約束をきちんと守っていて，これはこれで

満足しているとのことだった．

母親は「学校に行かなくても自分の目標を聞くこ

とができたので，満足本当はそれをやるための勉強

法なりを学んでくれればというのがあるけれど」と
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言った．その目標が何かをと尋ねると，定時制に

行って日中は仕事をすること，と話した

担任の訪問は継続されたが，その訪問は安否確認

の意味合いが強くなっていった．

(2)母親面接７〔Ｘ年10月〕

母親は，面接には俺が来なくてもいいだろうとい

う気持ちが見えると言った．暴力的なことは全くな

いが，その一方で,「ずるくなったのかもしれませ

ん．本人が世間体を気にしている．周りの目を気に

している．そのため，自分で学校に行くと言って

みたりするようになっています」という話をして，

｢なんとなく集団生活の大切さからは遠ざかってい

るのかもしれない」と懸念を示した．母親の話が以

前と比べて理路整然としていることが感じられたの

で，ＳＣはそれを指摘した．

(3)コンサル・チーム活動９〔Ｘ年10月〕

このまま訪問を続けた場合，本人の自発性を引き

出すことができなくなる可能性があったため，担任

との打ち合わせで定期的な訪問については中止する

ことを決めた．

生徒支援推進会議の資料には，本人が将来のこと

を考え始め，母親がその相談に乗っているというこ

とが書かれ，それが全教員に回覧された．

5．「学校を利用する」ようになった時期

Ａ男は再び保健室に登校するようになった．

(1)本人面接１〔Ｘ年11月〕

どうして自分から来られるようになったのかを尋

ねると，Ａ男は家でゲームをするのにも飽きたし，

ちょっと調べものをしたいと思ったので学校に来て

みたと話した．調べものについて尋ねると，Ａ男は

多少照れながら「学校のこと」と言ったＡ男は自

分の進学したい学校について調べるために登校しよ

うと思ったと話した

９月に行われた合同面接での四字熟語のエピソー

ドを話しながら母親の様子を尋ねたところ「四字熟

語がうまくいっている」と話した．ＳＣは，コミュ

ニケーションの変化を評価しながら，「ずいぶん大

人になったな．来て当然のことを達成できているか

ら，他人に見られても途中から入っても堂々として
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いられるね．前と変わって成長しているね」と現在

の行動をリフレーミングした．そして，これからは

お母さんを楽にするために協力してほしいと依頼し

たＡ男はうなずいていた．

(2)母親面接８（担任同席）〔Ｘ年11月〕

母親は，今日も学校に行った，とうれしそうに話

した．母親によると，本人の進路の希望はゲーム関

係とのこと．そのような話をＡ男との間でしている

ことを驚くと，これまで学校に行けと口うるさかっ

た祖母も何も言わなくなってきていると他の家族成

員の変化を話した．そしてＡ男の登校状態につい

て「図書館みたいに学校を使っている」と評した．

(3)コンサル・チーム活動１０〔Ｘ年12月〕

担任との協議では，「仕事とかの情報提供の場と

して学校を使っている」という意味を考えたその

結果，Ａ男が「学校を利用している」のではないか

ということになり，Ａ男が学校を利用しやすいよう

に関わっていくことが提案された．

その後，Ａ男は１ケ月に数日に過ぎないものの，

その週の初めに登校する日を予告してその日に登校

するようになった．登校する日には必要に応じて，

担任が迎えに行くこともあった．

この頃担任はもう一人の保健室登校の生徒にも積

極的に関わっていて，「学校を利用する」という形

での登校をする生徒はもう一人に増えていた．ＳＣ

は保健室のＡ男のもとに行って雑談することを繰

り返した．

(4)コンサル・チーム活動１１〔Ｘ＋１年１月〕

生徒支援担当主任の働きかけにより，冬休みの職

員研修においてＡ男の事例が提出され話し合われ

たその中で「学校を利用する」という考え方が担

任とＳＣによって改めて教員に提示された．

その後も，Ａ男は時々登校した．それは１ヶ月に

数日という頻度だったが，彼が予告して登校をする

と，先生方がプリントを持っていったりした．

この段階でＳＣは関わりの間隔を徐々に開けて

いった．一方，担任は本人の必要に応じて進路指導

を継続的に行なった．そして，本人も必要なときに

は担任のところに行って，資料を見せてもらったり

することを続け，就職先を母親と一緒に見つけた．

Ａ男は，そこの社長の勧めで定時制高校に通うこ

第33号2011年

とを考えるようになり，試験のための面接の練習も

自分から申し込み，それを他の生徒一緒に練習をし

たりしていた．

２月に行なわれた年度最後の生徒支援推進会議の

Ａ男とその家族に関する記述内容を表２に示す.（表

2）

表２生徒支援推進会議資料（２月）

授業には参加する気持ちはないが，相談室で面接ガ

イドを使って学習した．給食は自分の班で一緒に食べ

ることができた．母親は本人が就職したときのために

自主的に雪かきを行なって体を鍛えようとしているこ

とをうれしく思っている．

また，就職をほぼ手中にし，そこの社長さんの勧め

で定時制高校を受験する意欲も出てきたためありがた

いと思っている．左官職を体験して，正式に採用され

たいという思いが出たため，是非とも採用されること

を願っている．今の気持ちを忘れず，頑張って生活し

てほしいが，正月以来昼夜逆転の生活をしているので

生活リズムだけは整えることができるようになってほ
しい．

卒業後，Ａ男は左官の見習いを続けながら，定時

制高校に通学し始めた．

Ⅳ考察

1．学校の語り（ナラテイヴ）

学校の語りは，教師や生徒，地域の関係者等が織

りなす語りの総体と考えられる．こうした関係者の

語りは，学校の語りにどのように影響を及ぼすのだ

ろうか．また，学校の語りは関係者の語りにどのよ

うに影響を及ぼすのだろうか．

「物語は現実を組織化し，混沌とした世界に意味

の一貫’性を与えてくれる（野口，2002)」すなわ

ち，学校における職員や生徒の態度，行動はこうし

た学校の語りの上に形成される．また，「物語は，

自体を理解する際に参照され，引用され，私たちの

理解を一定の方向に導き制約する（野口２００２）｣．

すなわち，学校の語りは生徒の理解についても，教

師に対して一定の制限を与えることになる．生徒一

人ひとりの行動や性格の理解も，学校の語りの上で

形成されていく．例えば，一度も不登校の生徒を経

験したことのない学校と，多くの不登校の生徒がい

る学校では，同じ不登校でもそのとらえ方や対応の

仕方は大きく異なるであろう．さらにそこには,様々
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な語りが繰り返されることによって，その姿が現実

のものとなっていくという循環が生じる．

これまで，こうした生徒に関する語りは，しばし

ば「欠損記述（Winslade＆Monk，1999)」と呼ば

れる，正常と比較して何らかの欠損があるという記

述と結びついてきた．表ｌで示したとおり，４月の

生徒支援推進会議では，睡眠サイクルに問題がある

ために登校できないという不登校の原因の説明が行

われている．そして，この状況の説明として母親と

祖母の関係がうまくいっていないこと，母親と子ど

もの会話が無いことが指摘されている．しかしこれ

らの理由の出所は不明な上に，睡眠サイクルと会話

がないことの間に明確な関連は示されていない．

２．Ａ男とその家族

このように，Ａ男とその家族に関する中学校の理

解は欠損記述に基づいたものだったと考えられる．

担任の話や生徒支援会推進会議資料から分かるとお

り，児童相談所で何らかの発達的な偏りが疑われて

いたにもかかわらず，本人の不登校は母親の関わり

という家族の問題との関連の中で理解されていた

興味深いのは，父親の自殺に関しても，不登校と同

様のレベルで母親（妻）の関わりという視点で理解

されていることである．この学校の持つ一時期荒れ

ていたという歴史や，そこから立ち直ってきたとい

う教員たちの誇持，そこから生じたと考えられる生

徒の管理や統率を重視する考え方など，現在にいた

る様々な学校の語りが，原因論を重視する欠損記述

の背後にあるものと推測できる．担任は，自分が家

庭訪問をしたときには学校に来ることができている

という「例外」を見つけているが，このような欠損

記述に反するようなエピソードは表だって語られる

ことはなかった．これは，この学校における欠損記

述の拘束力の強さを示している．

3．介入とそれに伴う変化

本事例では，二つのシステムへの介入が行われて

いる．一つはＡ男とその母親の家族システムへの

介入であり，もう一つは学校システムへの介入であ

る．実際にはこれら二つの介入を明確に分けること

ができない．また，介入を続ける中でＡ男とその

家族を取り巻くシステムそのものが自然に変化し始

めている．そのため，ここでは便宜的に，（１）学校

システムへの介入，（２）家族システムへの介入，（３）
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システム介入に伴う自然な変化に分けてどのよう

な変化が生じていったのかを考察する

(1)家族システムへの介入

合同面接ｌで示されたように，母親とＡ男のコ

ミュニケーションがうまくいっていなかったのは明

らかだった．母親は，夫を自殺で亡くしたという引

け目にも似た感情を常に感じていることが推測され

たそして，夫からこの子を託されたという気負い

が母親の会話を抽象的かつ感情的で，冗長なものに

させていた．また，Ａ男との会話の中には，「学校

に行きなさい」と「自分で考えなさい」という二重

拘束的なメッセージが常に含まれていることが面接

での会話から推測された．そのため，Ａ男はこのよ

うな母親の言葉を理解することができず，母親の言

葉を聞くたびにイライラしてくる状態を繰り返して

いたといえる．

ＳＣが始めに試みたことは，二人とも理解できる

コミュニケーションを構築することだった．ＳＣは，

母親の「学校に行きなさい」という言葉の出現頻度

を変化させることを考え，ゲームによって一日の言

動を変えることを試みた（母親面接３)．しかしこ

の試みは，かえってＡ男の自動車のテールランプ

を壊すといった反発を生み出してしまうことになっ

た．そのため，その後は母親の現状に対する無力感

に焦点を当てエンパワメントすることを中心にした

関わりを継続し，学校システムへの働きかけを中心

に考えていくようになった．

(2)学校システムへの介入

担任は，Ａ男が普通に登校できていた１年生のと

きの担任であり，その関わりについてはＳＣよりも

多くの知識を持っていると推測されたそこでＳＣ

は，できるだけ担任が面接に参加できるように働

きかけた．これは，ナラテイヴ・セラピーにおける

｢アウトサイダー・ウィットネス（Russel＆Carey，

2004)」の実践といえる．担任の面接参加が，結果

的に生徒指導推進会議資料を利用してのＡ男家族

の異なった見方を発信することにつながっていっ

たこれは，今後繰り返されるＡ男家族に対する

オルタナテイヴ・ストーリー（White＆Epston，

1999）の構築につながっていったと考えられる．こ

うした担任の行動は，担任自身の母親に対する問題

意識を変化させていくことにもつながったことがう

かがわれる．朝食を持参しての熱心な家庭訪問（コ

ンサル・チーム活動８以降）や,四字熟語の会話（合
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同面接３）は，こうした母親に対する認識の変化が

生み出したものであるといえよう．ここには，Ａ男

家族をめぐるオルタナテイヴ・ストーリーが行きつ

戻りつしながら，その物語を生み出したＡ男や母

親，担任といった当事者自身を変化させていく様を

見ることができる．そして，担任はＡ男の卒業ま

で，常に中心的な役割を果たしていくことになる．

(3)システム介入に伴う自然な変化

システムの構成素の変化はシステム全体に影

響を及ぼす（遊佐，1984)．担任による家族への

支援は学校の中に協同的に作業する関係者を生

み出していった．これは，「関心コミュニテイ

(Winslade＆Monkl999)｣，すなわち変化を認識

し共有する人々の集まりが形成されていったことを

示している．このとき不登校という言葉は，関係者

を結びつけるタグの役割を果たす．そして，タグに

書かれた名前がその集団にとって重要なものであれ

ばあるほど，関係者は結びつきやすくなる（柴田

2008)．非行が落ち着きを示し，不登校が増加傾向

にあった学校という背景要因がであったからこそ，

関心コミュニティの形成が容易に進んだ可能性があ

る．そして,こうした関心コミュニティの形成には，

やはり生徒支援推進会議の報告書が役立ったことが

うかがわれる．Ａ男に家庭内暴力が発覚したとき，

従来行われていたような他機関利用や，本人とその

家族への強い説諭をせずに情報提供に徹した危機介

入ができた（合同面接２，コンサル・チーム活動７）

のは，関係者全員が回覧されていた報告書に目を通

していたからと考えられよう．

関心コミュニテイの形成はＡ男とその家族にと

どまらない多方向での変化を繰り返すことになる．

例えば養護教諭や生徒支援担当主任がこれまで禁止

されていた保健室登校の実施を強く働きかけ，それ

が実現したこと（コンサル・チーム活動８）や，養

護教諭によるＡ男の状態についての報告が継続的

に行われたこと（合同面接３以降）がこうした多方

向での変化をうかがわせるものとなっている．

この段階に至ると，Ａ男と母親を取り巻く欠損記

述そのものがあまり語られなくなってくる．Ａ男は

保健室登校の状態から再び休み始めるのだが（4．

再び休み始めた時期)，母親を含めた関係者の中で

そのことが問題視されることはなく，「母親の約束

を守っている（母親面接６)」ことや「本人が将来

のことを考え始め,母親がその相談に乗っている(母

第33号2011年

親面接７以降の生徒指導推進会議資料)」といった，

｢例外」に注目した発言や記述が増えている．そし

てこうした関係者間の語りの変化が，「学校を利用

する」という新たな語りを生み出すことになる．

4．「学校を利用する」という言葉

「学校を利用する」という言葉は，母親の「図書

館みたいに学校を使っている」という話から，Ｓｃ

と担任が協議する中で思いついた言葉である．実際

にはＡ男の登校日数はきわめて少ない状態であり，

このような表現ができるような状況ではなかった

しかし，これはＡ男が自分から登校しているとい

う主体性を認め，ＳＣが本人に伝えていた「成長し

ている」という意味とも適合するものだった．担任

自身も，これまでの関わりの中でＡ男の成長を感

じていたこうした二人の考えが，あえて「学校を

利用する」という言葉をＡ男のあまり変化しない

現状に対して使ってみることを決心させた．

結局この言葉は，校内研修会を通して，関係者だ

けでなく教員間全体で当然の認識に変化していき，

この学校の不登校の在り方に新たな視点を作り出す

ことになった「学校を利用」している生徒がもう

一人増えたことが，こうした認識が教員間で形成さ

れたことを示している．表２は２月に提出された生

徒支援推進会議資料である．この中には，４月の資

料で示されていたような原因論的な欠陥記述は認め

られなくなり，報告した担任による，Ａ男が職場で

採用されればよいという率直な願いが書かれるよう

になっている．この段階では表ｌで書かれたような

欠損記述は認められない．

「物語は，自体を理解する際に参照され,弓I用さ

れ，私たちの理解を一定の方向に導き制約する（野

口，２００２）｣．「学校を利用する」という言葉に至る

Ａ男をめぐる教員間の語りの変化は，教員自身の不

登校に対する理解を，欠損記述や問題行動という理

解から可能性という理解に変化させたと考えられ

る．こうした変化がＳＣにより無理に生じさせられ

たのではなく，自然な変化として生じていることが

興味深い．これが語りの持つ潜在的な力であると考

えられる．

Ｖおわりに

この事例を通して強く感じたのは，教師が欠損記

述にとどまらない様々な考え方を持っているという
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ことだった・データとしての記録はないが，Ａ男を

取り巻く物語が欠損記述から離れていったとき，こ

れまでは考えられなかったような様々な語りが教員

間で行われていたことを記憶している．こうした

様々な語りは，目の前にいる生徒を何とかしようと

する教員の思いから生じたものであろう．原因論を

もとにした欠損記述は，教師の持つ生徒を何とかし

ようとする思いや行動に制約を与えているように思

えてならない．欠損記述そのものが問題なのではな

く，問題に対して一対一対応にならざるを得ない欠

損記述の特徴が，多様な語りを制限してしまうのだ

と考えられる．ＳＣとしての職務は，欠損記述では

ない事例理解をし，それを何らかの形で教師問に発

信していくことではないかと考える．それを続けて

いれば，変化は自ずと起こってくるだろう．

引用文献

赤川力２０１０スクールカウンセリングにおけ

る思春期男子との心理臨床一地域環境と個性

化プロセスについて心理臨床学研究2７(6)，

675-682．

DeJong,Ｐ.＆Berg,ＩＫ２００８〃だMeW2g/brso伽o"s、

３忽Ｅ肋加.Belmont:ThomsonBrooks/Cole桐田

弘江・玉真慎子・住谷祐子訳解決のための面接

技法第３版金剛出版．

伊藤亜矢子２００１学校風土とスクールカウンセリ

ング臨床心理学１(2)，153-159．

小森康永・野村直樹２００３ナラテイヴ・プラク

テイスに向けて現代のエスプリ433,ナラテイ

ヴ・プラクテイス，５－１２．

倉光修２００４第１章総論大塚義孝・岡堂哲

雄・東山紘久･下山晴彦（監修）臨床心理学全

書１２倉光修（編）学校臨床心理学誠信書

房ppl-34，

野口裕二２００２物語としてのケアーナラテイヴ

アプローチの世界へ金剛出版．

Russel,Ｓ、＆Carey,Ｍ、２００４ＭJ〃α伽ｅﾉﾙer叩)ノー

花叩o"c加ｇｒｏｙｏ”９"es伽"８.Adelaide：DulwichCen

trePublications､小森康永・奥野光訳ナラテイ

ヴ・セラピーみんなのＱ＆Ａ金剛出版．

柴田健２００８相談機関による「ＡＤＨＤ（疑い)」

という言葉がもたらしたもの－児童相談所での
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一経験からブリーフサイコセラピー研究１７(1)，

48-51．

Winslade,』.＆Monk,Ｇｌ９９９ＭＪ”伽eco""se""ｇ加

ＳｃﾙooZs・ThousandOaks:CorwinPress・小森康永

訳２００１新しいスクールカウンセリング：学校

におけるナラテイヴ・アプローチ金剛出版．
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アプローチの理論と実際星和書店．

Summary

Thispaperexaminesthe“MUI〃α伽ｅＰｒａｃ"ces”

appliedtoacaseconcerningastudentatajunior

highschool､Histeacherassumesthatcausesofthe

troublessuchasdomesticviolenceandsofOrththe

studentmadecanberesultedfromhismotherand

herdisciplinetoherson､Theschoolcounselorcon‐

ductedsomecounselingtothestudent,ｈｉｓmother，

andhisteacher,andsomeconsultationswiththe

teacherandtherelatedpeople,Sincethenthenumber

ofteacherswhopaycloseattentiontothestudent

hasincreased､Alongwiththat,histeacher，snarra‐

tiveaboutthestudenthaschangedfrｏｍｈｏｗｈis

mothercannottreathimrighttowｈａｔｈｅａｎｄｈｉｓ

ｍｏｔｈｅｒｈａｖｅｄｏｎｅｔｏｍａｋethingsbetter､Thischange

broughttheteachersnewperspectivesaboutthe

otherstudentswhostoppedgoingtoschool・Ａｌ‐

thoughtherehavebeenupsanddownsaboutthe

boybbehaviorsatschool,finallythisnewandeffec‐

tiveidea，“ＵＳ加ｇＳｃﾙＣＯ/，，ｗａｓdeveloped､ＩｎＤｊｓ‐

c"剛o",ｔｈｅａｕｔｈｏｒｐｏｉｎｔｓｏｕｔｔｈａｔｔｈｅｎｅｗｉｄea，

‘‘眺加gSchoo/”mighthavecreated“Ｃｏｍｍ""jjW"

ＣＯ"cer".'，Ｔｈｅａｕｔｈｏｒａｌｓｏｐｏｉｎｔｓｏｕｔｔｈａｔｔｈｅ

"ＣＯ加加""jj(ｙ加ＣＯ"c〃"'，broughtconstantchanges

inthenarrative､Thesechangesmightberesulted

fi･omthepotentialsofnarrativewhichwouldrestrict

andwouldleadustoacertaindirection．
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